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１. 主体的に学ぶこと 

 現行の教育課程は，「主体的に学習に取り組む態度」（学校教育法）を養い，

「自主的，自発的な学習」（中学校学習指導要領総則）を促す指導を求めて

いる。そしてその指導では，「生徒の興味・関心」を生かした「基礎的・基

本的な知識及び技能を活用した問題解決的な学習」や「体験的な学習」を重

視せよとしている（同総則）。 

 こうした問題解決的・体験的な学習は，「アクティブ・ラーニング」とも言われる。この言

葉は 1990年代の米国の大学での理工系教育の改善に使われたものだが，「能動的学修」の訳

語とともに，日本の大学教育に取り入れられるようになった。さらに「アクティブ・ラーニン

グ」は，文部科学大臣の中教審への諮問（平成 26 年 11 月 20 日）で，「課題の発見と解決

に向けて主体的・協働的に学ぶ学習」と言及されてから，初等中等教育にも広まっている。 

 

２. 主体的に学ぶ態度の育成：活動 

 これまでの研究で，学習者の主体的に学ぶ態度は，「見通しを立てる→活動に取り組む→学

習を振り返る」と進める指導で育成できることが明らかになっている。この指導モデルのポイ

ントの 1つは「活動」にある。「タスク」とも呼ぶこの活動は，新しく学んだ語彙・文法・音

声の知識・技能や題材の理解を活用して，「生徒の興味・関心」を生かした「問題解決的」で

「体験的」な学習に取り組ませる活動である。それは一定期間の学習の中心的な到達目標にな

る活動で，「核となるパフォーマンス課題」（ ）と呼ばれる性質を持つ。 

 もう 1 つのポイントは「活動」に成功させることである。生徒は「核となるパフォーマン

ス課題」で，複数パラグラフから成るまとまりのある文章を書いたり，よく練習し，デリバリ

ーに注意しながら発話したりすることが求められる。そこで級友との協働学習を組み込む。ワ

ークシートにスモール・ステップの足場がけをして，どの生徒もタスクに成功するように導く。 

３. 主体的に学ぶ態度の育成：見通し・振り返り 

 新しい でも，生徒が主体的に学習できるよう，「見通しを立てる→活動に取

り組む→学習を振り返る」というプロセスに沿う構成になっている。まずレッスンの「とびら」

の「この課で学ぶこと」で，単元の学習の見通しを立てる。ここで「核となるパフォーマンス

課題」を説明し，生徒の学習意欲を高めたい。次の で「習得の活動」に，続く で「活

用の活動」に取り組む。そして最後の「文法のまとめ」では本課で学びの振り返りをする。 

 主体的に学ぶ態度の育成には，1 授業時間ごとの見通しと振り返りも重要である。GET の

左右のページを各1時間で指導する際は，授業の開始時に本時の目標と流れを板書で示して，

生徒が主体的に取り組むように導き，授業終了時に振り返りカードに自己評価を記入させるな

どして，自分の学習に責任を持つ態度を育成する。 

 学期や年間という長いスパンの英語学習について見通し・振り返りをさせるには，教科書の

巻末の「 」を活用する。例えば 1年生には「学校生活について，短く簡単な

記事を書くことができる」とある。到達目標を事前に確認して見通しを持ったり，3学期に振

り返ってチェックしたりすることで，生徒は自信を深め，主体的な学習態度を身につける。 

 これまで同様に，コミュニカティブ・アプローチを踏まえた教科書で，その構成に沿って指

導すれば，「アクティブ・ラーニング」は自ずと実現されると言える。 

松沢 伸二 

（新潟大学） 

 主体的に学ぶ 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  TEACHING ENGLISH NOW 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文法学習と主体的学習 

 文法事項の確実な定着は，4 技能を統合したコミュニケーション活動を円

滑に進める上できわめて重要です。また，小学校で体験的に学んだものを整

理し，発展させていくためにも必要不可欠といえます。しかし，文法をルー

ルとして教え，その知識を定着させるだけでは，これからの時代の英語教育

としては不十分です。生徒たちを主体的（アクティブ）に学習に関わらせて，ルールをコミュ

ニケーションの中で活用させ，使えるように定着をはかっていきたいものです。 

 「主体的（アクティブ）」とは，実際に使う，意見を出しあい考える，わかりやすくまとめ

る，別の場面に応用する，理解した内容を教えあうなど，学習者が活動の主体となり，受け身

ではない学習を進めることを意味します。指導要領でいうところの，積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度の育成と，思考・判断・発信の要素を具現化したもので，主体的に学

ぶことで，学習の定着度は何倍も増すと言われています。 

 では，文法を学ぶ場合，主体的（アクティブ）学習をどのように取り入れていけばよいでし

ょうか。 では，各  の終わりに「文法のまとめ」を組み込んでいます。

これを，ペア（グループ）ワークを利用して， や で使った文を参考にさせながら，

生徒達に自らの力でルールを整理させていくというのはどうでしょうか。その後，「文法のま

とめ」を参照しながら改めて確認させ，さらに理解したものを他者に対して説明（質問）しあ

うような活動を取り入れることで，定着度は格段に増すものと思われます。 

 また「 」「絵でわかる英語のしくみ」を利用する際も，生徒にそれまでの学習を振り

返らせ，自分版の「 」「絵でわかる英語のしくみ」を作らせるという活動が考えられま

す。その際，前述の「文法のまとめ」と同様，ペア（グループ）ワークなどの協働が重要とな

ります。また，教員の発問による誘導も必須でしょう。加えて，単なるまとめの作業に終始し

ないよう，文法事項を使ったコミュニケーション活動を取り入れていくことも大切です。 

 「（自分が）教わったようにしか教えられない」とよく言われますが，これでは新しい時代

の英語教育を切り拓くことはできません。文法学習の中にも，生徒たちを主体的に関与させる

ような学びを取り入れ，新たな学びのスタイルをアクティブに作り出していきましょう。 

竹内 理 
（関西大学） 

 主体的に学ぶ 

その課で学んだ文法をふり返ります。 

授業でも家庭学習でも活用できるよう，ポ

イントを簡潔にまとめています。 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  

レッスン，学年を超えて，関連する文法事

項を横断的に整理します。ビジュアルな提

示で，英語のしくみの理解を助けます。 

横断的に文法を整理してあるので，英語の

発想やことばをイメージで振り返り，理解

することができます。 
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１. 文法学習におけるアクティブ・ラーニング 

 １つの課が と のパートで構成され，文法を導入し練習をさせる

から，文法を活用させる へと発展しているということが，  

 の大きな特長である。 のパートでは，文法の意味と形式だけ

ではなく，どのような場面でどういう働きのために文法を使うのかを理解で

き，活用につなげられるよう，本文と言語活動の内容が工夫されている。さ

らに，ヒントの語彙が示されているため，文法を使う練習を生徒同士に取り組ませやすい。こ

れらの特長や工夫を生かした のパートのアクティブ・ラーニングの例を紹介する。 

 

２. のパートの協働的な学びの過程（ を例に） 

(1) 本文の場面と文法を知る 

① 絵を見ながら，教師による本課の場面や，絵の中の人物の動きなどの説明を聞く。 

② 本文の音声を聞き，教師からの発問に答えて，あらましを理解する。 

(2) 基本文による文法の理解と による練習 

① 文法の説明を聞き，わかったことや疑問点をペアで説明し合うなどして，理解を深める。 

② ， ， の順に練習する。 

(3) による練習 

① では，誰のことを説明しているかを聞き取る。 

② の活動のヒントと の語句を知り，発音練習をする。 

③ では， の語句などを手がかりに，ペアで教科書の中から絵を選んで 

説明したり，どの絵についての説明かを当てたりして，発展的な練習を行う。 

④ では，発話した英文を書く。ペアで教え合ったり，確認し合ったりする。 

(4) 本文の内容理解と音読練習 

① 本文中の語彙の音声・意味・使い方を知り，発音練習をする。 

② 本文を黙読して，発問に答えて細部を理解する。 

③ 挿し絵を説明することを目標に，内容や表現に気をつけながらペアで音読練習をする。 

(5) 本文の挿し絵の説明 

 本文を見ずに，挿し絵の人物の動きを説明すると，発話の内容は本文とほぼ同じになる。

これは，本文の意味内容や現在進行形を理解した上で，絵の説明として行われる発表であ

るため， での学習の成果が表わされたものとなる。 

３. ペアやグループによるアクティブ・ラーニング 

 教師からの一方的な説明や，一斉指導による形式操作の練習が多くなりがちな文法学習を主

体的，協働的なものにするために，ペアやグループで学習や練習をさせるようにしたものが本

稿での指導例である。コミュニケーション活動をペアやグループで行わせることは一般的であ

るが，このような基礎的な知識や技能の習得を目標とした授業でも，学習をできるだけ生徒に

委ねることで，学習は活性化し知識や技能の定着を促進することができる。 

樫葉 みつ子 
（広島大学） 

 主体的・協働的に学ぶ 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  TEACHING ENGLISH NOW 

※今回は紙幅の関係で「目標と授業構成」，「具体的な指導例」の詳細を紹介できなかった。 
詳細は，TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 Vol. 2 を参照いただきたい。 

ターゲットの文法事項を

使った英文を，聞いたり，くり返し

言ったり，書いたりして，徹底的に

反復練習をします。 

 

簡単な文脈を使っ

た 4 技能の活動を通して，文法事項

や語句・表現などを定着させます。 

… メインキャラクターのサイド 

ストーリーを聞く 

… の語彙を活用して 

自分のことについて話す 

…   で話した内容を 

まとめて書く 

※紙幅の都合上，「目標と授業構成」「具体的な指導例」の詳細を紹介できませんでした。詳細は，TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 Vol. 2を参照ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 頭のなかもアクティブに 

 アクティブ・ラーニングでは，「主体的」および「協働的」に学ぶことに

フォーカスが当てられるが，これは，単に，ペアワークやグループワークを

授業に取り入れればよいということではない。友だち同士で話をしていたと

しても，目的や見通しもなく話し続けていれば，それはアクティブな状態と

は言えない。アクティブ・ラーニングで大切なことは，頭の中もアクティブな状態であるとい

うことである。例えば，「今書いている英語は最終的にはウェブサイトに載るものだよね。だ

から，どんな人が読んでも分かるように説明しようよ。僕はこう書いてみたけど，君はどう？」

というように，頭の中で描いた見通しを踏まえて，友だちとやり取りできるということである。 

２. の を使ったアクティブ・ラーニング 

 では，最終的に誰に向けて何を書くかの指示がある。この設定を，活動中，意識

させ続けることが大切である。まず，左ページでは，この課題を別の人が行った（理想的な）

やり方を順に確かめるという段階が設けられている。最初から主体的に活動に取り組むことは

なかなか難しいため，まずはこのステップを踏み，参考にしながら，右ページで，自力で，つ

まり主体的に課題に取り組む。「自力」というのは，ここでは「先生の強いサポートがない
．．

」

という意味であり，友だち同士で協力し合うことも推奨されている。「グループで協力して」

という指示があるが，重要なことは単に話し合うのではなく，最終的なゴールに向けて話し合

うということである。従って，グループの中で，議論している内容がトピックから外れていな

いかをチェックする役割を作ってもよい。その際 “ などの表現を教えて

使わせたりすることで，生徒たち自身でゴールに向かって主体的に進ませることができる。 

３. アクティブ・ラーニングが向かうべき方向 

 はステップが細かく設定されており，順に行うことで活動に取り組みやすくして

いる。ただし，現実の言語使用の世界（あるいは試験などの機会）においては，ステップは提

示されない。そこで，この では，課題に取り組みながら，辿るべきステップ自体

も学べるように工夫がされている。書くためのプロセスも学ぶことで，現実場面で必要となる

真の主体性を学ぶことが可能になる。 

工藤 洋路 
（玉川大学） 

 協働的に学ぶ 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  

文章作成のプロセスを理解した後，クラスやグループで

書く練習をし，最後に自分の力で書きます。 

TEACHING ENGLISH NOW 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. プロジェクトで課題解決の「プロセス」を学ぶ 

 アクティブ・ラーニングでは，能動的に読み，書き，仲間と討論やロール

プレイすることで，思考・判断・表現を重ね，知識・技能・情意すべての面

で成長する「学習のプロセス」が重要である。  のプロジェク

トは，アクティブ・ラーニング，協働学習，課題解決学習の原理を踏まえた

学習プロセスを明示することで，教師と生徒が活動の見通しを共有できるよう配慮している。 

２. プロジェクト学習のプロセス 

 （個人で考え，他者と交流し，共有・発表する）活動は，アクティブ・

ラーニングの活動の典型例だが， のプロジェクトも， 

① 課題について考える 

② 仲間と考えを共有し改善する 

③ 考えを練り直し，共有（発表）する 

というプロセスを採用している。ただし， の前に，そのきっかけになる活動（他者のス

ピーチを聞いてメモを取るなど）を加え，より自然な言語使用に近づけるとともに，学習用の

モデルとともに，思考の素材（ ）も提供しているので，

の段階的構成となっている。また，一連の活動の途中・最後に学習のプロセスの「振り

返り」（ ）を加え，活動に没頭する間には気づかなかったこと

を意識化することもアクティブ・ラーニングのような活動的・経験的学習には重要である。 

３. アクティブ・ラーニングの「主体性」 

 学習者が自ら（みずから）積極的に課題に取り組むことを教師が期待してしまっては，学習

活動は機能しない。学習者たちが自ら（おのずから）参加する思考・判断・表現の場と時間を

創るのが教師の役割・醍醐味だと思う。そのような場と時間を創るため，プロジェクトは，テ

ーマ・トピック，発表スタイル，既習文法や語彙知識等多様な要素を踏まえた段階的な課題解

決プロセスを提示した。また３年間の成長を見通せるよう９回のプロジェクトの構成やバラン

スも考慮しているので，先生がたの評価をぜひ請いたい。 

今井 裕之 
（関西大学） 

 課題を解決する 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  

学年に 3 回，学んだことの集大成としての表現活動を設定。 

複数の技能を統合的に駆使して，課題に取り組みます。 

TEACHING ENGLISH NOW 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. は「アクティブ・ラーニング」にも対応 

 「新学習指導要領」で注目を集めているのが「アクティブ・ラーニング」

（能動的学修）という手法です。でも心配ご無用。アクティブ・ラーニング

は教師による一方的な講義形式の教育ではなく,学修者の主体的・能動的な学

修への参加を取り入れた教え方・学び方の総称だからです。これはもともと

2012 年度中教審答申で，一方通行的な講義が多い大学教育に風穴を開けるものとして提案

されたものですが，  で授業を進めておられる先生方には恐れるに足りません。 

２. 音声指導・学習におけるアクティブ・ラーニング 

 の では，アクティブ・ラーニングの手法を平成 18 年度版から少し

ずつ盛り込み，学習者主体の協働作業や気づき・発見というコンセプトに基づいた音声指導・

学習法を導入しています。もちろん新しい にも継承されています。 

 1 年生の「発音とつづり 」では，所与の単語を「アルファベットの名前と同じ発音」

/ 「アルファベットの名前ではない発音」にグループ分けするというタスクが設けてあります。

これをペアで協働作業を通して，こなすことで，母音字の読み方が 2 通りあることに気づく

ように配慮しています。 

 の では，母音字の読み方の背後にあるルールを協働的・体験的手法で学

べるようにしています。ここでは，「単語の真ん中に が来るときにはつづり字（フ

ォニックス）読みになる」というルールへの気づきを起こすことを主眼にしています。 

 英語らしい音への気づきを生む でも， だけではなく，能動的

に思考をめぐらせるタスクを潜ませています。音変化が課題のこのセクションでは，

の の後に母音（ここでは弱母音の ə）が来ると自然にリンクし，その方が発音しやすくリ

ズムも生まれ，英語らしい音になることを協働作業を通して体感できるようにしています。 

３. で学びを深く，脳に刻む 

 このように，単に「これはこうなのだから，そのルールを覚えなさい」的な記述ではなく，

「協働作業を通して，気づき・発見する」というアクティブ・ラーニングのコンセプトに基づ

いた生徒の認知力に訴える仕掛けを施しています。 

田邉 祐司 
（専修大学） 

 協働作業で気づき，発見する 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  

母音字と子音字とそれぞれの発音の関係などについて気づきを与えたり，

lと rなど，英語特有の音について意識させたりします。 

「発音とつづり」では，単音レベルの発音について，つづりとの関係を意

識しながら練習します。「英語らしい音」では，リズム，イントネーショ

ン，リエゾン，音の脱落などを扱っています。 
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（本文２） 

                                          （本文１） 

 

                                  ワークシート 

 

（本文３）                                     （本文４）

 

１. 生徒がアクティブに主体的に学ぶために 

 アクティブ・ラーニングは，教員による一方向的な講義形式の教育とは異

なり，生徒が主体的，能動的に学ぶことを指す。本稿では，典型的な手法で

あるジグソー法を使って，アクティブ・ラーニングを授業に取り入れる方法

を述べていきたい。 

２. をジグソー法で読む 

 まず，教科書本文を 4 つに切ったものをそれぞれ教室の四隅に貼る。次に 4 人グループを

作り，それぞれが 1 つずつ担当し，貼られた本文を読み，ワークシートを完成させる。ただ

し，読みに行く際は，ワークシートは机上に置いたままとし，必ず戻ってから書く。また，何

度読みに行ってもよいが，必ず暗記し，メモも取ってはいけない。 

 ワークシートは，（ ）には 1 語，＿には複数の語を入れる穴埋め形式になっている。（ ）

や＿は，読解のキーになる語句を中心に選ぶことで，読みに行く際はそれらに集中させること

ができる。キーになる語句を何度も読み，意味を考え，書き写すという作業が，あとで英文全

体を通して読むときに理解の助けになる。 

 最初から読みの活動に入ることに抵抗がある生徒もいるだろう。その場合は，読みの活動に

入る前に，教科書の写真やイラストだけを見せ，そこから本文内容を想像させたり，キーワー

ドを書き出させたりして，グループで情報をシェアさせるとよい。一方，得意な生徒には複数

の英文を読みに行くよう指示すれば，段階に応じた指導も可能になる。  

３. アクティブ・ラーニングは人間関係も育てる 

 ジグソー法を使うことにより，長い文章を分担し，読む量を減らすことで，苦手な生徒も取

り組みやすくなる。また，しっかり読まないとグループのメンバーに伝えられないので，「誰

かのために読む」というモチベーションになる。情報を仲間から得たときは必ず 

と言うよう促し，お互いの存在意義を高めさせるとよい。学校生活の中で「ありがとう」を言

ったり，言われたりする場面は意外に少ない。授業の中で複数回ペアを替え，何度もいろいろ

な人に感謝することが，クラスの人間関係を育てていく。英語の 4 技能を育てるだけでなく，

大きなおまけもついてくるのが，アクティブ・ラーニングの素晴らしい点である。 

実
践  USE Read をジグソー法で読む 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  
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